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開講期・曜日・時限

主題と概要

身近な話題についての内容を聞き、その要点を理解する。さらに、その話題について自身の意見などを述べる練習を行う。

到達目標

・身近な話題についての内容を聞いて、その要点を理解することができる。
・身近な話題について、自身の考えを述べたり、説明したりすることができる。

提出課題

授業時に指示する。

履修にあたっての注意・助言他

授業参加度（30％）、期末試験（70％）

評価の基準

・全授業回数の1/3（5回）以上欠席した場合は、期末試験を受けることができない。
・１５分以上の遅刻は欠席とみなす。

ナンバリング・コ
ード JPN121履修開始年次 １年生

教科書
.なし.

その他

授業時に、プリント資料を配布する。

第１回　オリエンテーション
　予習内容：シラバスの熟読(60分)
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（180分）
第２回　　はじめての人と
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第３回　おすすめの料理
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第４回　わたしの好きな音楽
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第５回　温泉に行こう
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第６回　最近どう？
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第７回　マンガを読もう
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第８回　便利な道具
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第９回 　どんな人？
予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第１０回　富士登山
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第１１回　　身近なニュース
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第１２回　これがほしい！
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第１３回　お気に入りの映画
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）
第１４回　忍者、侍、その頃は…
　予習内容：事前に配布する資料について、わからない語句の読み方や意味を調べておくこと（120分）
　復習内容：授業で理解の不十分であった箇所を中心に復習し、不明瞭な点がないかを確認する。（120分）

授業計画

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

授業形態

授業時に指示する。
　〇

　〇

ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

聴解を中心とした総合的な日本語能力の向上とともに、知識を知恵に転換することができる、論理的思考力を持った人材の育成に関与している。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

.まるごと 日本のことばと文化 中級1 . 国際交流基金 三修社 3960  4384057598

後期 月曜日 ４時限

参考図書

.まるごと 日本のことばと文化 中級2. 国際交流基金 三修社 4290 4384057601




